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研究背景と目的 
ハムストリングスを構成する各筋は解剖学的形態の差，およびそれに起因する機能の差を有しており，
各筋が有する形態や機能の差異が，ハムストリングスに多く発生する肉離れ受傷メカニズムや各筋の受傷
率の違いに影響している可能性が指摘されている(Garrett, 1989; Hoskins and Pollard, 2005)．また，肉離れは，
強い筋活動と筋の伸張が同時に起こることで力学的な緊張が生じ，発生すると考えられている(Garrett, 
1996; Friden and Lieber, 2001)．したがって，ハムストリングス肉離れが頻発するスプリント動作時のハムス
トリングスの筋活動動態および筋伸張動態を明らかにすることによって，肉離れ発生メカニズムの解明に
向けた示唆を得られると考えられる． 
そこで本研究は，スプリント動作時のハムストリングス(大腿二頭筋長頭; BF，半腱様筋; ST，および半
膜様筋; SM)の筋活動動態および筋伸張動態を明らかにし，肉離れ受傷メカニズムとの関連に示唆を与える
ことを目的とした． 
研究内容と主な知見 
【研究Ⅰ】異なる走速度におけるスプリント時のハムストリングスの筋活動動態 
異なる速度におけるトレッドミルスプリント時の BF および ST の筋活動動態を検討した．その結果，最
大速度付近において， BFおよび ST の遊脚期後半および接地期における活動ピークタイミングに有意な差
が認められたことから，高速のスプリント動作におけるハムストリングスは，遊脚期後半および接地期に
おいて各筋が高い筋活動を示す時点が時系列的に異なることが明らかとなった． 
【研究Ⅱ】スプリント時のハムストリングスの筋伸張動態の検討 
グラウンドスプリント時のハムストリングス(BF，ST，および SM)の筋伸張動態を明らかにし，さらに
骨盤および股関節における関節運動の時系列的変化との関係を検討した．その結果，ハムストリングスの
筋伸張率は遊脚期後半にピークとなり，遊脚期後半におけるハムストリングス各筋は，股関節屈曲角度
および股関節内旋角度の時系列変化の影響を特異的に受け，異なる筋伸張動態を示すことが明らかとなっ
た． 
【研究Ⅲ】スプリント時のハムストリングスの筋活動動態の検討 
グラウンドスプリント時のハムストリングス(BF，ST，および SM)の筋活動動態を明らかにした．その
結果，遊脚期後半および接地期におけるハムストリングス各筋の筋活動貢献度および活動ピークタイミン
グに有意な差が認められたことから，疾走動作時のハムストリングス各筋は協調して活動しながらも 1 ス
トライドにおいて連続時系列的に異なる筋活動動態を示すことが明らかとなった． 
また，ハムストリングスの筋活動動態と筋伸張動態の時系列変化における関連性を検討した．その結果，
遊脚期後半の BFおよび SMでは，筋の伸張が最大となる時点で筋活動がピークとなったことから，スプリ
ント時の遊脚期後半において，BF および SM では瞬間的に高い伸張負荷が生じている可能性が明らかとな
った． 
【研究Ⅳ】スプリント時の体幹前傾動作がハムストリングス筋伸張動態および筋活動動態に及ぼす影響 
スプリント時の体幹前傾動作が，ハムストリングスの筋伸張動態および筋活動動態に与える影響を明ら
かにした．その結果，体幹前傾走では，遊脚期後半の接地直前から接地期にかけてハムストリングスの有
意な伸長が認められ，遊脚期後半における筋活動が高かったことから，高速で疾走しながら体幹を前傾さ
せる動作は，遊脚期後半においてハムストリングスに対する伸張性負荷を高める可能性が示唆された． 
結論 
 本研究結果より，スプリント動作時のハムストリングスは協調して活動しているが，最大速度付近のス
プリントでは，遊脚期後半および接地期において各筋が高い筋活動を示す時点が時系列的に異なっており，
筋伸張動態に関しても各筋で異なる時経列変化を示すことが明らかとなった．これらの結果は，BF，ST，
およびSMの解剖学的構造・形態の差に起因するものと考えられた．さらに，BFおよびSMに関して，遊脚
期後半において瞬間的に高い伸張負荷が生じている可能性が明らかとなったことから，スプリント時のハ
ムストリングスが解剖学的構造・形態の差に起因した異なる筋活動動態および筋伸張動態を有しているこ
とが，特定の筋の肉離れ受傷リスクを高める潜在的な要因として関与している可能性が示唆された．また，
高速疾走時の体幹前傾動作がスプリント時のハムストリングス肉離れ受傷危険因子であることが示された． 
本論文の一連の研究により，スプリント動作におけるハムストリングス各筋の筋活動動態，筋伸張動態，
およびそれらの関連性を明らかにし，ハムストリングス肉離れ発生メカニズムの解明に向け重要な知見を
示すことが出来たと考えられる． 
